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デラマコット森林保護区における晴乳動物の環境利用
松林尚志(東京農業大学・農学部・畜産学科・家畜生理学研究室)
ーその 1 ボ、ルネオ島におけるミネラルを中心とした晴乳動物の種多様性とその保全一
萱呈
ボ、ルネオ島マレーシア領サパ州中央部に位置する 55083ヘクタールのデラマコット
森林保護区は、 1993年から Reduced1mpact Logging(R1L)と呼ばれる伐採方法を採用し、
1997年には持続的森林利用を実践する森林として、東南アジアで初めて Forest
Stewardship Counci1(FSC)から森林モデルに認定された。これまで伐採計画立案の際、土
壌や植生への影響は比較的考慮されて来たものの、伐採が本保護区に生息するアジアゾウ、
パンテン、そしてオランウータンと言った絶滅危慎種を含む晴乳動物相へ及ぼす影響はほ
とんど考慮されてこなかった。したがって、デラマコ ット森林保護区における晴乳動物相
を把握し、伐採がこれら晴乳動物相へ及ぼす影響を考慮するとともに、これらの種の生態
的機能を理解して行くことが必要かっ重要であると考えられた。
玄盗
2003年 5月から 2004年 11月までの約 10ヶ月間、本保護区における晴乳動物調査を
実施した。まず、本保護区の晴乳動物相を把握するためにルートセンサスとカメラトラッ
プ (Fie1dnote 11， Marif， ]apan)により、大中型晴乳動物を対象とした動物相調査を実
施した。次いで、日甫乳動物を考慮した森林管理を提案するために「塩場Jと呼ばれる環境
に着目し、その生態的意義を調べた。一般に塩場と呼ばれる環境の土壌あるいは水はミネ
ラルに富み、それを摂取するために晴乳動物が利用する場所と考えられている。しかし、
東南アジア、とりわけボルネオ島の塩場はよく分かつていない。そこで本研究では、塩場
の実体、利用する動物種・時間帯・頻度、ならびに利用目的を明らかにするために1)塩
場の水の主要ミネラル分析 (Ca，Mg， K， Na， C1)、2)カメラトラップと直接観察による
塩場周辺環境利用動物相調査、そして 3)利用動物の採食物(草本・果実・樹皮)中の主
要ミネラル分析 (Ca，Mg， K， Na)を実施した。塩場の水はシリンジフィルター (0.211m pore， 
Wha tman， USA)でろ過した後、分析まで40C保存した。ミネラル分析はサパ州森林研究所・
化学研究室に委託した。
結果・考察
大中型哨乳動物相調査の結果、現時点で絶滅危倶種およびボルネオ島固有種を含む 9
目・ 18科・ 45種が確認された(翼手目・奇蹄目を除く)。特に大型種についてみると、広
域ではアジアゾウ、オランウータン、ウンピョウ、そしてマレーグPマ、 ベースキャンプか
ら東側の地域にはパンテン、さらに保護区東南部を流れるキナパタンガン川流域にはテン
グサツレの生息が確認された。次いで、塩場に関する調査の結果、デラマコット森林保護区
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の 塩 場 は 小 規 模 な 湧 き 水 型 ( お お よ そ 2 - 1 5 m
2
) で 、 ア ル カ リ 性 を 示 し 、 土 食 よ り む し ろ
飲 水 に 利 用 さ れ て い る こ と が 判 明 し た 。 そ こ で 塩 場 の 水 の ミ ネ ラ ル 分 析 を 実 施 し た 結 果 、
通 常 の 水 場 ( 河 川 や 水 溜 り ) と 比 較 し て ミ ネ ラ ル 含 有 量 が 有 意 に 高 い こ と が 確 認 さ れ た ( 塩
場 平 均 Na: 520. 1 :t 999.0ppm，  n=52; 水 場 平 均 Na: 7. 2 :t1. 8 p p m，  n=lO) 。 さ ら に 、 多 数 の
ヒ ル が 生 息 す る 塩 場 も 確 認 さ れ た 。 こ れ ら ミ ネ ラ ル 含 有 量 と ヒ ル コ ロ ニ ー の 有 無 に よ り 、
塩 場 は 大 き く 二 つ に 分 類 さ れ た ( 表 1 ) 。 ま た 、 塩 場 周 辺 環 境 を 利 用 す る 動 物 を 調 べ た 結 果 、
本 保 護 区 に お い て 現 時 点 で 確 認 さ れ た 4 5 種 の 内 少 な く と も 30 種 類 が 、 昼 夜 間 、 地 上 ・ 樹
上 性 を 問 わ ず 確 認 さ れ た (66.7免) 。 そ し て 、 利 用 傾 向 は 肉 食 く 雑 食 〈 草 食 の 順 に 高 く 、 絶 滅 危
倶 種 で あ る ア ジ ア ゾ ウ 、 パ ン テ ン や オ ラ ン ウ ー タ ン ( 写 真 1 ) 、 負 傷 し た 動 物 に よ る 利 用 も
確 認 さ れ た 。 さ ら に 、 利 用 時 間 帯 は 種 に よ っ て 異 な る 傾 向 を 示 し た 。 次 い で 、 利 用 動 物 の
採 食 物 中 ミ ネ ラ ル 含 有 量 を 調 べ た 結 果 、 N a 含 有 量 に 比 べ て 、 K 含 有 量 が 有 意 に 高 い こ と が
判 明 し た ( 平 均 Na: O. 19 :t 0. lppm，  n=6; 平 均 K: 17 :t 7 . 5 p p m，  n=6) 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、
利 用 動 物 は 水 場 と し て の み な ら ず 、 採 食 物 中 に N a が 不 足 す る た め 、 あ る い は 採 食 に よ り 体
内 蓄 積 す る K と の 体 内 平 衡 を 保 つ た め に 、 必 要 な N a を 塩 場 に お い て 積 極 的 に 摂 取 し て い る
こ と 、 ま た 、 ア シ ド ー シ ス 対 策 の た め に 塩 場 の 水 を 摂 取 し て い る こ と 等 、 体 調 の 維 持 を 目
的 と し て 塩 場 を 利 用 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。
本 研 究 に よ っ て 、 デ 、ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 の 塩 場 は 、 地 上 ・ 樹 上 性 晴 乳 動 物 へ の 水 分
提 供 だ け で な く 、 ミ ネ ラ ル 供 給 の 場 を 提 供 し 、 さ ら に 肉 食 者 に と っ て は 狩 猟 の 場 と し て の
意 義 を も 有 す る 「 生 物 多 様 性 の ホ ッ ト ス ポ ッ ト 」 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 し た が っ て 、
木 材 切 り 出 し と い っ た 土 地 利 用 の 際 に 、 塩 場 周 辺 環 境 が 失 わ れ な い よ う 重 点 保 全 地 域 に 指
定 さ れ 、 今 後 の 伐 採 管 理 計 画 時 に 考 慮 す べ き 点 の ー っ と さ れ る こ と を サ パ 州 森 林 局 に 提 案
し た 。 ( 現 在 、 森 林 局 で は 今 回 同 定 さ れ た 5 箇 所 の 塩 場 周 辺 環 境 を 重 点 保 全 地 域 に 指 定 す る
動 き が あ る 。)
表 1 . 塩 場 開 な ら び に コ ン ト ロ ー ル と の ミ ネ ラ ル 含 有 量 比 較
剛 29 の 2 箇 所 の 塩 場 は Na と C1 濃 度 が 他 の 塩 場 に 比 べ 有 意 に 高 い 値 を 示 し 、 多 数 の ヒ ル の 生 息 が 確 認
さ れ た 。
Location Minera1: ppm :t SD 
pH 
(No .  
of Ca 
Mg 
K  Na C1 
samp1e) 
KM12 (2 1) 
43. 4:!:5. 0  
16.9 :t1. 5  6. 0 :t 0. 8  41. 0 :t 7. 7  
1. 5: !:O.3 
8.1 
+  
0.3 
KM14 (1 0) 100 .  8  
+  
23. 7 :t 1. 9  9.0 :t 3.3 35.8 :t 7.0 
2. O: !:O. 5  
8.0 
+  
16. 5  
O. 3  
8 3  
KM17 (8) 48. 4:i6. 2 15. 4:i2. 3 13. 3:i4. 4 42. 2:i22. 1 3. 8:i:1. 4 8.0 + 
0.3 
KM29-1 (9) 138. 2 + 31. 6 + 53.1 + 2308.9 4861. 4 7.9 + 
64. 8 14.2 68.4 :i 1189.9 :i2164.0 0.3 
KM29-2 (4) 72. 8:i5. 0 14.0:i0.8 21. 9 →ー 1177.9 1839.9 8. 3 + 
26. 7 :i 117.3 :i209.5 0.3 
Control KM12 6. 3:!:3. 1 2.6:i:1.4 2.1 :i0. 9 5. 8:i 1. 4 1.2:i0.5 7.6 + 
(5) 0.4 
Control KM29 18. 2:i6. 4 2. 7:i0. 9 1. 5:i0. 3 8. 6:i0. 8 2. 4:i0. 2 8.0 + 
(5) 0.2 
写真1.KM29-1の塩場で撮影されたパンテンのオス 2頭(左)とオランウータンのオス(右)
ーその2:タンクラップ森林保護区との比較一
堂塁
デラマコット森林保護区の西側には、 2001年まで従来の手法により伐採されたタン
クラ ップ森林保護区 (27550ha)が隣接している。植物班による植生調査により、タンクラ
ップ森林保護区の樹木種数の多様性はデラマコット森林保護区に比べて低く、パイオニア
種が優占する森林タイプであることが明らかにされた。植生と密接な関わりを持つ晴乳動物
の種多様性は、従来型の伐採によってどのような影響を受けるのであろうか?そこで本研
究は、タンクラ ップ森林保護区において、従来型の伐採が晴乳動物、特に草食・果実食者
へ与える影響を把握することを目的とした。
五迭
2004年 6月から 11月までの約 4ヶ月間、タンクラップ森林保護区の晴乳動物相把握
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を 目 的 と し た 、 ル ー ト セ ン サ ス 調 査 を 実 施 し た 。 さ ら に 、 デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 の 大 中
型 晴 乳 動 物 を 対 象 と し た ル ー ト セ ン サ ス 時 に お け る 1 ) ア ジ ア ゾ ウ の 食 痕 調 査 、 2 ) バ ン
テ ン の 糞 分 析 、 そ し て 3 ) 大 中 型 晴 乳 動 物 に よ る 種 子 散 布 記 録 と の 比 較 を 行 い 、 異 な る 伐
採 方 法 が 草 食 ・ 果 実 食 者 へ 与 え る 影 響 を 調 査 し た 。 ま た 、 晴 乳 動 物 の 種 多 様 性 は 、 森 林 環
境 の み な ら ず 狩 猟 圧 と い う 伐 採 以 外 の 人 間 活 動 も 強 く 影 響 す る 。 よ っ て 大 型 種 で あ っ て も
狩 猟 圧 が 比 較 的 高 い シ カ 類 や イ ノ シ シ は 調 査 対 象 外 と し た 。
結 果 ・ 考 察
動 物 相 調 査 の 結 果 は 、 現 時 点 に お い て デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 で 確 認 さ れ た 大 型 種 6 種
の 内 4 種 が 確 認 さ れ た ( マ レ ー グ マ と テ ン グ サ 守 ル は 未 確 認 ) 。 大 部 分 が 広 域 で 確 認 さ れ た デ
ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 と は 対 照 的 に 、 タ ン ク ラ ッ プ 森 林 保 護 区 で は 分 布 域 が 偏 る 傾 向 を 示
し た 。 す な わ ち 、 大 規 模 な 移 動 を す る ア ジ ア ゾ ウ の み が 広 域 で 確 認 さ れ 、 オ ラ ン ウ ー タ ン
は タ ン ク ラ ッ プ 森 林 保 護 区 中 央 部 を 南 北 に 流 れ る タ ン ク ラ ッ プ 川 流 域 、 バ ン テ ン と ウ ン ピ
ョ ウ は デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 に 隣 接 す る 東 南 側 で 確 認 さ れ た 。 こ れ ら の 結 果 は 、 樹 木 種
数 の 多 様 性 が 低 く パ イ オ ニ ア 種 が 優 占 す る 森 林 で あ っ て も 大 型 種 の 生 息 が 可 能 で は あ る も
の の 、 分 布 域 が 制 限 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 特 に オ ラ ン ウ ー タ ン の 分 布 に 関 し て は 、 タ
ン ク ラ ッ プ 川 流 域 は 樹 冠 部 が 比 較 的 連 続 し て お り 、 さ ら に 、 オ ラ ン ウ ー タ ン が 好 む 特 定 の
パ イ オ ニ ア 樹 種 が 多 い こ と な ど が 理 由 と し て 考 え ら れ た 。 ま た パ ン テ ン の 分 布 に 関 し て は 、
タ ン ク ラ ッ プ 森 林 保 護 区 北 側 の ア ブ ラ ヤ シ 農 園 、 西 側 の サ パ 州 縦 貫 道 路 か ら 最 も 離 れ た 場
所 に 位 置 す る こ と か ら 、 森 林 環 境 だ け で な く 人 間 活 動 も 影 響 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。
ア ジ ア ゾ ウ の 食 痕 調 査 な ら ひ 1 こ パ ン テ ン の 糞 分 析 の 結 果 は 、 パ イ オ ニ ア 樹 木 や 草 本 類 に
依 存 し て い る こ と を 示 し 、 デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 で の 調 査 結 果 に 一 致 し た 。 し た が っ て
こ れ ら の 結 果 は 、 従 来 型 の 伐 採 は 草 食 晴 乳 動 物 の エ サ 資 源 を 増 加 さ せ る こ と 、 そ し て 、 人
間 活 動 が 低 け れ ば 草 食 晴 乳 動 物 は 増 加 の 影 響 を 受 け る こ と が 示 唆 さ れ た 。 次 い で 、 路 上 に
お け る 種 子 散 布 記 録 の 結 果 は 、 デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 に お い て は 多 数 確 認 さ れ た も の の 、
タ ン ク ラ ッ プ 森 林 保 護 区 に お い て は 極 め て 例 数 が 少 な く 、 そ の 大 部 分 は 両 保 護 区 の 境 界 と
な る 路 上 で の 確 認 で あ っ た 。 こ の 結 果 は 、 デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 に 比 べ て 、 タ ン ク ラ ッ
プ 森 林 保 護 区 に は 晴 乳 動 物 に よ り 採 食 さ れ る 果 実 を つ け る 樹 種 や 果 実 を 採 食 す る 晴 乳 動 物
種 が 少 な い こ と を 示 唆 し て い る 。 ま た 、 路 上 に お け る 種 子 散 布 が 、 果 実 樹 種 と 果 実 食 者 を
対 象 と し た 多 様 性 の イ ン デ ィ ケ ー タ ー に な り う る 可 能 性 も 考 え ら れ た 。
以 上 の 結 果 、 従 来 型 の 伐 採 は RIL に よ る 伐 採 と 比 較 し て 、 日 甫 乳 動 物 の 生 息 分 布 域 を 制 限
し 、 さ ら に 、 草 食 と 果 実 食 者 と で は 与 え る 影 響 が 異 な る こ と が 示 唆 さ れ た 。 本 研 究 は 現 在
進 行 中 で あ り 、 今 後 は カ メ ラ ト ラ ッ プ 調 査 も 加 え 、 調 査 範 囲 を よ り 拡 大 し て 実 施 す る 予 定
で あ る 。
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